
 
                               ソフトロンＥＣＧプロセッサシリーズ 

 

  長時間心電図不整脈解析システム  

 

ＳＨＬ－２Ｗ  

 
 

実験中のすべての心電図波形を記録、不整脈を解析します  

パソコン画面にリアルタイムで波形をモニターしながら、ハードディスクに波形を連続記録します  

記録した全波形から２４時間のＨＲ、ＳＴ、ＰＶＣのトレンド、異所性 QRS を簡単に発見できます  
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PVC トレンド 
 

                                                                                      2017081 
ＥＣＧプロセッサＳＨＬ２Ｗの特徴  
 
 １  ラット 、マウ スか ら犬、猿 、・ ・・ あらゆる 動物 の心 電図を自 動計 測  

（最大 １０ ００心 拍までの波 形を計 測）  
 

 ２  パソコ ンとポ リグ ラフ、デ ータ レコ ーダ、モ ニタ ー、 心電計、 テレ メータを接続 して波 形を  
入力、 計測。  ま たはホル ター によ り MSD に記 録した波 形の 計測  

 
 ３  リアル タイム に波 形をモニ ター しな がら、計 測  
 
 ４  編集機 能で、 連続 記録した 波形 から 、任意の 個所 を拡 大し、再 計測 可能  
 
 ５  レーザ プリン タに より、圧 縮波 形と 結果を出 力  
 
 ６  トレン ド機能 で、 心拍数、 ＳＴ ，Ｐ ＶＣ等（ 異常 波形 ）の２４ 時間 の傾向を分析  
 
 ７  ＳＢＰ ２００ ０と の組み合 わせ で同 時に８匹 まで 連続 記録がで きま す  
 
 ８  ＳＰ２ ０００ （心 電図波形 解析 ソフ ト）で連 続全 心拍 の心電図 波形 の解析、編集 が可能  
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ＥＣＧプロセッサの構成  
                           

 
 
＊波形 の記録には ECG プロ セッサ EP95-と SP2000、または SBP2000 が必要 です。  
 
 
ＥＣ Ｇプロセ ッサ  Ｅ Ｐ９５Ｕ －の 仕様  
 
  １  ＥＣＧ プロ セッサ インターフ ェース  （ＥＰ ９５ U－２ ,４,８）  
  ２  信号入 力ケ ーブル  （２ ,４,８Ｃ Ｈ）     
 ３  ＵＳＢ ケー ブル   パソコ ン本 体とＥ Ｐ９ ５を 接続  
  ４  入力ケ ーブ ル変換 アダプター  （１ １０番プ ラグ ）    
  ５  入力ケ ーブ ル変換 アダプター  （Ｂ ＮＣプラ グ）       
 
   
通常 は心電計 には 信号 入力ケー ブル の標 準プ ラグ でス トレ ートに接 続  
ポリ グラフ、 デー タレ コーダ等 には 、付 属の 変換 アダ プタ ーを使用  
 
 
  サン プリング  可変  （最大 ２０ ００ Ｈｚ）  
  アナ ログ入力  ±１０ Ｖ（ 標準 ）  
  チャ ンネル数  １～ ８  
  分解 能  １２ Ｂｉｔ Ａ／ Ｄ   
  電源  バス パワーよ り供 給  

 
 
    動 作環境  

 Windows2000,Xp,Vista,7,10 が動作 する機種で USB の付 いたパソコン  

 

 

 


